
会員各位

１． 　国スポ大会 及び フェスティバル出場の選手は、Ｔ・Ｓ共東海チャンピオンシップ大会直前の愛知公式大会までの ４００個 と

　　　東海チャンピオンシップ大会 １００個 の上位をもって、Ｔ２名、Ｓ２名を国スポ大会 及び フェスティバル大会の

　　　出場選手を決定する。

　　　東海チャンピオンシップ大会終了後、理事会の選考会をもって、Ｔ・Ｓ共各２名が愛知県代表に決定される。

　　　なお、同点の場合の順位決定については、Ｔ・Ｓ共に東海チャンピオンシップ大会 １００個 の上位、更に

　　　同点の場合は、当該大会 カウントバック方式 にて決定する。

２．　 国スポ大会 及び フェスティバル大会の選手 Ｔ２名、Ｓ２名、どちらかの種目に、女性選手 基本１名

　　　を入れなければならない。選考は種目は違うが、５００個 上位とする。

３．　 東海チャンピオンシップ大会の選手選考は、４００個 上位 Ｔ１０名、Ｓ５名 とする。

　　　なお、当該大会には、双方種目に女性選手 基本１名 を入れ更に、団体戦 Ｔ３名、Ｓ３名、

　　　双方種目に女性選手 基本１名 を入れなければならない。

※　スキート競技、 ４００個 について。

・ 東海チャンピオンシップ大会終了直近の大会から、東海チャンピオンシップ大会直前の愛知公式大会までとする。
※ 愛知公式大会終了後、直近の大会から東海チャンピオンシップ大会直前までの大会点数は、次年度予選点数に加える。
※ 東海チャンピオンシップ大会直前の愛知公式大会にて、東海チャンピオンシップ大会出場選手が、選考される。

・ 愛知県 ４００個。

・ 愛知県 ２００個 と他県 ２００個 入替可 とする。

・ 本部公式大会 ・ ブロック本部公式大会は、４００個 全て入替可 とする。
当該大会点数は、初日の７５個、２日目最初の ２５個、計１００個 とする。

・ 愛知県内大会 １００個、愛知県民大会 １００個、予選点数にいれる。

・ 昨年度の点数を採用できるのは、２００個 までとする。

・ ４月１日から東海チャンピオンシップ大会直前までに、愛知公式大会（県内大会含む）を ２回出場
していなければならない。

注１．　東海４県以外の大会の点数は、１週間以内 に主催者発行の成績証明（開催日、開催県名、大会名称
記入のスコアカード写し）を事務局長まで提出すること。（ＦＡＸ可）
報告のない場合は、国スポ及びフェスティバル大会に加算しない。

注２．　愛知公式大会と本部大会・ブロック本部大会・海外派遣予選会が同日の場合は、役員・会員共に本部出場を認める。
予選点数の取り方は、初日の７５個、２日目の２５個、計１００個 とし、愛知公式大会出場回数
に組み入れる。

注３．　全日本選手権大会は、対象外 とする。

注４．　東海チャンピオンシップ大会は、必須点 とする。

注５．　２００個撃ち大会は、何れかの１００個 とする。

注６．　愛知県開催時（本部公式以外）は、他県の成績は認めない。

注７．　前年度、本年度に、結婚 ・ 離婚による移籍は、その時点から認める。

要約
　　国スポ大会 及び フェスティバル大会 出場選手集計順序。

１．　当年度愛知県２００個必須達成後。

・  愛知県 ４００個＋東海チャンピオンシップ大会 １００個＝５００個。

・　愛知県 ３００個＋他県 １００個＋東海チャンピオンシップ大会 １００個＝５００個。

・　愛知県 ２００個＋他県 ２００個＋東海チャンピオンシップ大会 １００個＝５００個。

・　本部、海外予選、ブロック本部＋愛知県＋他県＋東海チャンピオンシップ大会 １００個＝５００個。 

※ 選考選抜期間。

・２０２６年７月、東海チャンピオンシップ大会までの間。

※　東海チャンピオンシップ大会、２０２６年　７月５日（日）。
※　国民スポーツ競技会（青森）、２０２６年　９月３日（木）～６日（日）。

令和８年度、国スポ大会（旧国民体育大会） 及び フェスティバル大会 スキート競技選手選抜基準

２０２５年　8月　吉日
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